













































である 52）。これらの牧場は，昭和 37 年に公共事業化さ
れた草地改良事業等の各種補助金を導入して開設され，
都道府県，市町村，農協等，公共団体によって運営され
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ている。昭和 30 年代後半からの畜産農家の規模拡大，
家畜飼養頭数の増加にともない公共牧場のニーズは高ま




は 1053 カ所，2003 年には 945 カ所まで減少した 45）。さ
らに利用率（年間受け入れ頭数 /年間受け入れ可能頭数）




















































ら 5 ～ 6 年で更新することが勧められている 49）。
一方シバの生産量は気温や施肥条件によって異なる










































1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
供給熱量総合食料自給率（％） 41.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 
純国内産飼料自給率（％） 25.2 25.1 24.3 26.2 25.0 24.7 23.4 25.4 










































































































   グラス（再生草出穂前）の値


















































































1 本の匍匐茎を 2.5×2.5cm，深さ 5cm のポットに移












鎮圧を行い 2×2 ｍの区画を 9 区設けた。各区をさらに
1m×1mの 4 つに分け，それぞれの中心に生重 300 ｇの





シ苗は約 15g，ポット苗は 3 苗で 1 株として，それぞれ
糞塊上に載せた後，足で踏みつけて移植した。移植は 6




数と長さを調査した。9 月 8 日に各苗の定着率を明らか
にするために枯死株数を数え，さらに匍匐茎の伸長を比















（線が匍匐茎を示す 色つき 分 出現メッシュ数 の例で ッシュ5















払った草を調査区の外に運び出した後，1 ｍ ×1 ｍの区
画を 24 区設定した。各区に糞塊（300g生重 /個）を 2
個設置し，それぞれの糞塊に，裸地試験に使用した苗と
同様に準備した切り出し苗１株，バラシ苗 20g，ポット
苗 1 株を糞上移植した。各処理は 8 反復とし，圃場内に

































































裸地 切り出し 75.0 a 34.7 a
ポット 68.8 ab 36.6 a
バラシ 31.3 b   9.0 b
寒地型牧草地 切り出し 75.0    －
ポット 81.3    －
































トあたり，生重で 300g載せた。糞塊は排泄後 2 日以内
の柔らかいものを採取した。糞無区は糞を載せないポッ
トとし，それぞれのポットに，シバのポット苗（1 節参





調査は，05 年は，移植後 0，7，14，28，84 日目に，
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ⅰ）交換性塩基および陽イオン交換容量
交換性塩基および陽イオン交換容量の測定には全自動
汎用抽出ろ過装置 71）を用いた。風乾して 2mm 目篩を
通した土壌 2g を抽出ろ過管に取り，１mol/l 酢酸アン





























6 に示した。05 年では，7-14 日目にかけて，06 年では
14-28 日目にかけて糞有区の根活性は糞無区に比べて低





















糞塊（表 6）の C/N比は，05，06 年でそれぞれ 16.02，
14.64 で，06 年の方が低かった。また，Caは 05 年に，N，
Kは 06 年の糞塊でそれぞれやや高い値を示した。06 年
に供試した培養土は，05 年に利用したそれに比べ交換
性塩基に富んでいた（表 7）。




































































































表 4.  移植後 84日目における地上部と地下部の T-N，P，K，Ca
および Mg 含有率（％） 表 5. 移植後 84日目におけるT-N，P，K，Ca および Mg 吸収量
表 6. 供試糞の含有成分量
表 7. 供試培養土の化学性
2005 年 2006 年
地上部 糞有区 糞無区 検定 糞有区 糞無区 検定
T-N 1.533 1.537 NS 1.536 1.396 **
P 0.094 0.088 NS 0.182 0.185 NS
K 1.220 1.135 NS 2.197 2.058 *
Ca 0.136 0.166 ** 0.220 0.232 NS
Mg 0.101 0.111 NS 0.153 0.092 **
地下部
T-N 1.159 1.000 * 1.241 1.151 NS
P 0.151 0.156 NS 0.119 0.147 NS
K 0.186 0.118 * 0.866 0.942 NS
Ca 0.095 0.051 * 0.141 0.148 NS




2005 年 2006 年
地上部 糞有区 糞無区 検定 糞有区 糞無区 検定
T-N 119.98 54.37 ** 105.12 68.69 **
P    7.76   4.31 ** 11.92 9.61 NS
K  86.35 35.97 ** 140.85 100.12 NS
Ca  10.73   5.65 * 14.43 11.95 NS
Mg   7.57   4.21 * 9.71 4.85 *
＊：糞有区と糞無区の間に有意差有り（p<0.05）
＊＊：糞有区と糞無区の間に有意差有り（p<0.01）
2005 年 2006 年
C（%） 42.53 43.49 
N（%） 2.66 2.97 
C/N 比 16.02 14.64 
P（%） 1.11 1.17 
K（%） 1.08 1.46 
Ca（%） 2.11 1.73 
Mg（%） 0.99 0.91
2005 年 2006 年
pH(H2O) 5.17 5.58 
EC(mS/cm) 0.12 0.21 
交換性塩基
(mg 当量 / 乾土 100g)
Ca 1.29 11.63 
Mg 0.28 2.02 
K 0.87 1.40 
塩基合計





塩基飽和度（％） 5.66 36.90 
Bray2 リン（mgP/100g） 1.74 3.11 
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飢餓が生じる C/N比の目安は 30 以上とされているが，
両年ともに C/N比は 20 以下であることから窒素飢餓は
生じなかったと考えられる。一方，糞塊中の水溶性 N，
P2O5，Kはほぼ 30-40 日目までに糞外へ放出され，糞塊
を設置した直下土壌中の K濃度は糞設置後 6-30 日にか


















Ca/Mg 比（当量比）は 6 以下，Mg/K 比（当量比）は
2 以上が好ましいとされている 38）。培養土の Ca/Mg比























































通常移植の 3 種類の移植法（図 8）でシバ苗を 1 コンテ







した覆土は，Ⅱ章 2 節で 2006 年度の試験に使用したの
と同じ黒土である。
（3）調査項目





の地下部と地上部は 70℃で 3 日間風乾後，乾物重を測
定した。
（4）検定






















































0 0.5 1 1.5 2 2.5
ᅰቫ㈇ථᢤᢘ䟺MPa䟻ᅰቫ῕ᗐ䟺䠵䠿䟻 ᨲ∶ⲙᆀ 䝌䜪䝦䝱䜷䜻⏷ 表 8.  異なる方法で移植したシバ苗の地上部，地下部重，Ｔ / Ｒ比，SPAD 値および根活性乾物重（g）1 根活性（μg･h-1･DM-1）T/R 比 SPAD 値移植方法 地上部 地下部糞上移植 19.05 ± 2.49 a 3.22 ± 0.69 a 550 5.91 43.9 a覆土移植 12.89 ± 3.38 b 2.14 ± 0.82 ab 504 6.02 43.4 a通常移植 8.64 ± 3.17 b 1.70 ± 0.61 b 510 5.08 41.5 b
1 平均値 ± 標準偏差
a,b 同列の異符号間に有意差あり（p<0.05）

























で行った。2004 年 4 月下旬から黒毛和種繁殖牛 3 頭を
放牧し，放牧牛の入退牧により，草高を 10cm以上に維
持する区（高草高区）と 10cm以下に維持する区（低草
高区）の 2 区（各 20a）を設けた。
（2）移植方法
両区に糞上移植，通常移植でそれぞれ 10 株のシバの

























枯死株数と匍匐茎の本数および長さを 10 月 14 日に測定









    上：設置の様子 下：模式図






























図 13.  各処理区におけるシバ苗への積算日射量割合 1 別に見
た，シバ苗株数のヒストグラム
1 遮蔽物のない場所における積算日射量（全天日射量）を 1 と
した場合の各処理区に移植したシバ苗への積算日射量の割合
図 14.  処理を込みにした移植シバ苗周辺草高と積算日射量割
合 1 の関係
1 遮蔽物のない場所における積算日射量（全天日射量）を 1 と
した場合の各処理区に移植したシバ苗への積算日射量の割合
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表 9.  移植苗の定着率と定着苗の匍匐茎発生本数および匍匐茎
合計長







5 月 26 日 低 糞上 100 2.2 43.7
通常 60 2.5 34.5
高 糞上 100 2.8 65.2
通常 90 2.6 60.4
7 月 21 日 低 糞上 100 3.3 a 20.2a
通常 100 2.0 b 14.7ab
高 糞上 100 1.8 b   7.9b
通常 70 1.6 b   8.9ab
a,b 同移植日における同列の異符号間に有意差有り（p<0.05）






































































3 カ所（0.6 -1.8ha）の放牧地である。1 名の被験者がい
ずれかの移植法でシバ苗 50 株を移植する面積は 25m×
40m（10a）の 1 区とし，それぞれの区が重ならないよ
うに各放牧地に地形や面積に応じて 2，4，10 区の計 16
区を設けた。被験者は同じ放牧地で両移植法による調
査を行った。各放牧地には黒毛和種繁殖牛（3-6 頭 /ha）

























植後には，各区に移植された 50 株のシバ苗のうち 20 株






























表 10. 姿勢コード（OWAS コード）1






















1 2 3 4 5 6 7 下肢
1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 荷重
体幹 上肢
1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1
2
1 2 2 3 2 2 3 2 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 3 3
2 2 2 3 2 2 3 2 3 3 3 4 4 3 4 4 3 3 4 2 3 4
3 3 3 4 2 2 3 2 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 2 3 4
3
1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 3 3 4 4 4 1 1 1 1 1 1
2 2 2 3 1 1 1 1 1 2 4 4 4 4 4 4 3 3 3 1 1 1
3 2 2 3 1 1 1 2 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1
4
1 2 3 3 2 2 3 2 2 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 2 2
2 3 3 4 2 3 4 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 2 2
3 4 4 4 2 3 4 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 2 2
1 生物系特定産業技術研究推進機構 61）より
糞上移植 通常移植 検定 3
シバ苗の定着率（％） 90.6 ± 11.8 89.4 ± 10.8 ns
移動歩数（歩） 401 ± 119 325 ± 64 ns
作業時間（分：秒） 8:39 ± 3:23 14:04 ± 4:35 **
調査区の糞塊数（個） 140.5 ± 62 － －
調査区の平均草高（cm） 15.0 ± 12.8 18.6 ± 14.6 ns
作業中の平均気温（℃） 25.5 ± 7.3 25.4 ± 6.8 ns
作業効率（株 / 分）1 6.1 ± 3 3.5 ± 1.3 **
心拍増加率（％）2 8.1 ± 5.4 25.2 ± 8.3 **
平均 ± 標準偏差（n ＝ 8）
1 定着率 ×50（全移植株数）/ 作業時間
2 （作業終了時心拍数－作業前心拍数）/ 作業前心拍数 ×100
3 対応のある平均値の差のｔ検定による
**：p<0.01，ns：有意差なし
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苗移植に要した作業時間は糞上移植では 8 分 39 秒と通





は 57 から 231 個と差が見られた。作業時間と定着株数
から求めた作業効率は，糞上移植で6 1株 /分と通常移植
の 3.5 株 /分に比べ明らかに高く，さらに心拍増加率 61）
は，糞上移植において通常移植よりも有意に低かった。
両移植法の作業時における姿勢変化の略図と各姿勢が
分類される AC コードを図 15 に示した。基本作業は糞
上移植では 3 つに，通常移植では 7 つにそれぞれ分類さ
れた。また，OWAS により評価した両移植法における










では AC3 の割合が 11.8％と高かった。さらに全体的負






表 13. 糞上移植と通常移植の OWAS1 による作業姿勢評価
姿勢発生割合（％）













A 糞上 85 6 9 0 9 
通常 37 26 37 1 37 
B 糞上 93 7 0 0 0 
通常 50 39 11 0 11 
C 糞上 100 0 0 0 0 
通常 51 45 4 0 4 
D 糞上 87 10 3 0 3 
通常 44 35 20 0 20 
E 糞上 62 33 5 0 5 
通常 59 36 5 0 5 
F 糞上 78 22 0 0 0 
通常 45 53 2 0 2 
G 糞上 88 13 0 0 0 
通常 45 43 13 0 13 
H 糞上 95 5 0 0 0 
通常 56 39 3 1 4 
平均 糞上 86.0 A 11.8 A 2.2 a 0.0 a 2.2 a




図 15.  糞上移植と通常移植の作業時における姿勢変化の略図と各姿勢が分類され
る AC コード
分類コードが AC2，3 の作業は，両脚または重心のかかっている脚がまっすぐな場合
は AC2 に，両脚または重心のかかっている脚が曲がっている場合は AC3 に分類される。㢦ࢤ࣭ 㸡 ࡡ ᴏA 3


























































































5 頭を 4 月下旬から 10 月中旬にかけて，隣接する 1ha
の寒地型牧草地との 2 牧区間で輪換放牧していた。2001
年と 2002 年の 3 月に追肥として，いずれも複合化成肥
料を用いて N，P2O5，K2O を各成分とも 4kg/10a ずつ
施用したが，2003 年以降は追肥を行わなかった。2001






試験地を 10m 四方の 91 区画に分け，このうち 75 区
画を糞上移植を用いてシバ苗を移植する区画（以下，糞
上区とする），残り 16 区画を地表面に通常移植する区画




2001 年 4 月 16 日から黒毛和種繁殖牛 5 頭を全区画に
定置放牧し，5 月 15 日から 7 月 10 日にかけて毎週 1 回，
















た。2002 年 4 月の植生調査時に，移植したシバ以外の
在来シバが確認されたため，これが含まれる 29 区画を
除いた 62 区画のうち 30 区画を低放牧圧区（糞上区 24








めに 2002 年 4 月に定着しているシバ苗のうち，低放牧
圧区の糞上区から 24 株，糞外区から 6 株，高放牧圧区
の糞上区から 26 株，糞外区から 6 株を選定した。2002
年と 2003 年の放牧前の 4 月，放牧中の 8 月，放牧終了
後の 10 月に調査枠（図 17）を用いて，選定した定着
苗から周囲に伸長したシバ匍匐茎が出現したメッシュ
数（以下，シバ出現メッシュ数とする）を計測した。ま
た，2001 年から 2003 年には入牧 1 週間前に 1 区画につ






らに 2004 年と 2005 年には両放牧圧区にそれぞれ 10 個
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図 16.  試験地の区画とシバ苗移植地点
太枠内が糞以外の場所に移植する区画（16 区画）。
図中の黒点はシバ苗の移植地点を示す。





表 14.  放牧期間，放牧圧，乾物生産量および放牧牛の体重維
持に要する乾物量
2001 2002 2003 2004 2005
入牧日（月 / 日） 4/16 4/22 4/24 4/26 4/25
退牧日（月 / 日） 10/11 10/17 10/16 10/7 10/14
放牧圧 低放牧圧区
5.52
5.5 3.1 3.1 3.1
（頭／ ha） 高放牧圧区 8.1 5.9 5.0 5.0
乾物生産量 低放牧圧区
54.62
47.2 41.0 61.1 36.1 





38.5 21.7 21.7 21.7 
高放牧圧区 56.7 41.3 35.0 35.0
1 草地の乾物消化率を 60% としたときに，体重 400kg の黒毛
  繁殖雌牛の維持に要する必要乾物量を 7.0kg/ 日 50）として算出
2 2001 年は試験区全体の値（放牧圧処理開始前）
45北川：糞上移植を利用した寒地型牧草地からシバ草地への省力的な植生変換に関する研究






した 2001 年には放牧地全体に 5 個の，2002 年以降は両
放牧圧区にそれぞれ 4 個のプロテクトケージ（1.2m×
1.2m× 高さ 1.2m）を設置し，毎月 1 回，ケージ内外の
















15 に示した。6 月 20 および 26 日に糞上区へ移植した苗
の定着率は糞外区に移植した苗に比べ有意に高かった。
さらに放牧牛によるシバ苗の引き抜きは，糞上区へ移
植した苗では確認されなかったが，糞外区へ 6 月 26 日








定したシバ苗のうち 2002 年 8 月以降に低放牧圧区およ





































表 16.  移植後 20 週目におけるシバ定着株数と定着株の匍匐
茎発生割合と匍匐茎の本数および長さ（2001 年）
表 15.  移植後 20 週目におけるシバ苗の定着率と牛による引
き抜き個体数（2001 年）
定着率（％） 牛による引き抜き個体数（株）
移植日 糞上区 糞外区 糞上区 糞外区
5 月 15 日 84 100 0 0
5 月 25 日 88 100 0 0
5 月 29 日 84 100 0 0
6 月   5 日 84 100 0 0
6 月 13 日 88   80 0 0
6 月 20 日 96 a   80 b 0 0
6 月 26 日 92 a   60 b 0 2
7 月   3 日 76   80 0 0
7 月 10 日 88   80 0 0
 平均 87   87 0 0.2
a,b 同一移植日において異符号を付した定着率間に有意差あり
（p<0.05）
定着株数 匍匐茎発生株割合 1 平均匍匐茎数 1 平均匍匐茎長 1
（株） （％） （本 / 株） （cm/ 株）
移植日 糞上区 糞外区 糞上区 糞外区 糞上区 糞外区 糞上区 糞外区
5 月 15 日 21 5 100 100 4.7 3.8 15.9 14.8
5 月 22 日 22 5 95 100 5.6 3.0 20.0 14.8
5 月 29 日 21 5 86 100 3.1 5.6 12.0 18.3
6 月   5 日 21 5 90 100 5.9 4.8 16.1 23.6
6 月 13 日 22 4 81 100 4.5 7.3 12.1 15.4
6 月 20 日 24 4 96 100 4.9 4.8 16.9 14.7
6 月 26 日 23 3 95 100 7.4 9.0 16.0 23.1
7 月   3 日 19 4 89 100 3.7 7.3 10.4 13.3
7 月 10 日 22 4 82 100 6.2 9.8 10.6 14.0
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（2）異なる放牧圧条件下におけるシバの被度拡大
2001 年から 2003 年の移植地における牧草と野草の被
度を表 17 に示した。移植年の 2001 年には試験地の牧草
被度は 74%であったが，2003 年には低放牧圧区で 48%，
高放牧圧区で 38% まで低下した。シバの被度が拡大し
始めた 2004 年以降における SDR2 上位 5 草種とシバ（上
位 5 草種に含まれない場合）の被度および出現頻度を表
18 に示した。両放牧圧区ともに 2004 年 4 月のシバの被
度は 1％以下であった。高放牧圧区では 2004 年 10 月に





























低放牧圧区 高放牧圧区 低放牧圧区 高放牧圧区
2001 年 743 113
2002 年 70 81 21 18 






















2004 年 4 月 1 KB 11.0 90 1 KB 9.5 100
2 TF 2.3 60 2 WC 7.5 80
3 WC 5.8 90 3 ナズナ 1.4 50
4 オランダミミナグサ 1.3 80 4 オランダミミナグサ 3.2 90
5 ナズナ 0.3 40 5 タチイヌノフグリ 0.7 90
15 シバ 1.0 40 13 シバ 0.9 60
2004 年 10 月 1 オオチドメ 19.4 100 1 シバ 15.7 80
2 イヌタデ 3.3 70 2 KB 4.0 80
3 チカラシバ 1.5 30 3 カタバミ 0.8 70
4 シバ 4.3 60 4 ハルジオン 3.1 90
5 KB 1.7 90 5 オオチドメ 5.5 70
2005 年 4 月 1 KB 13.6 100 1 KB 15.5 90
2 WC 18.3 90 2 シバ 18.6 80
3 TF 3.2 50 3 WC 14.5 80
4 タチイヌノフグリ 7.1 80 4 ハルジオン 6.9 80
5 オランダミミナグサ 2.7 100 5 オランダミミナグサ 2.0 100
13 シバ 3.7 30
2005 年 10 月 1 メヒシバ 19.2 90 1 シバ 54.1 100
2 オオチドメ 21.0 100 2 メヒシバ 12.7 100
3 シバ 17.0 70 3 オオチドメ 9.8 90
4 イヌタデ 11.5 90 4 ハルジオン 4.1 80




















する 69）。本試験においても，移植から 9 ヶ月以上経過











































の 2001 年から 2005 年にかけて乾物生産量は漸減してい
図 19.  移植地における草高の推移
＊：放牧圧間に有意差あり（p<0.05）
図 20. 2005 年 10 月における低放牧圧区，高放牧圧区の様子
࡞࠽ ࡾⲙ㧏ࡡ᥆⛛ࡽ㸝  05㸞㻓㻘
㻔㻓㻔㻘㻕㻓㻕㻘㻖㻓 㻙 㻛 㻔㻓 㻗 㻙 㻛 㻔㻓 㻗 㻙 㻛 㻔㻓 㻗 㻙 㻛 㻔㻓 㻗 㻙 㻛 㻔㻓ⲙ㧏䟺㼆㼐䟻
ム㥺༇ධమ 㧏ᨲ∶ᅸ༇ ఩ᨲ∶ᅸ༇
᭮㻒ᖳ 㻕㻓㻓㻘㻕㻓㻓㻖 㻕㻓㻓㻗㻕㻓㻓㻕㻕㻓㻓㻔 㻍㻍㻍 㻍 㻍
㻍㻍㻍 㻍㻍㻍㻍 㻍㻍㻍 㻍
図 年 にお る低放牧圧区，高 牧圧区の様子．200 10







































































































































シバ移植後は 1ha あたり 3-4 頭 36），前駆草を導入す
る場合は 5-6 頭 30）の放牧圧により，過放牧状態に保つ
ことが必要であるとされている。しかし，これらの放牧
圧とシバの被度拡大の関係について明らかにした報告は
見あたらない。寒地型牧草地にシバを 3 株 /a導入した
本研究では，これまで示されていたよりも高い 5-8 頭 /
ha の高い放牧圧を保った高放牧圧区において 5 年目に
54.1％とシバの被度が高くなった。一方，移植年と移植
翌年の 2 年間，6 頭 /haの放牧を行い，3 年目から放牧































牛は 1 日あたり約 6 -10 回の排泄を行う 20,25）ことから，
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に点在させる工夫を行うことで，1 回に 100 苗程度が移
植できると考えられる。シバ苗移植後は，移植地の牧草
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Summary
It is necessary to recover the use efﬁciency of public grasslands to improve the rate of self-sufﬁciency of feed. 
However, in a public ranch, since the manager has a busy schedule, temperate pasture management is poor. Therefore, it 
is recommended to convert public grassland into Zoysia-type grassland in order to save labor involved in its management. 
Zoysia japonica Steud. is a Japanese native species. Although the production of Z.japonica is less, grazing is possible even if 
factors such as manure requirement are not adequately managed. There are many methods to establish Zoysia grasslands, 
but there are very few methods to introduce Z. japonica into a temperate grass pasture. Moreover, many managers of 
public grasslands prefer methods that enable substantial labor saving. 
This study attempted to establish labor saving methods of inducing a change in pasture vegetation from temperate 
grass to Z. japonica.
First, an examination was conducted to obtain information on a rapid labor-saving technique to introduce Z. japonica 
Steud. into a temperate grass pasture under cattle grazing. Z. japonica sod was transplanted being lightly ﬁrmed either 
onto fresh dung pats or into the soil. There was no change in the established rate of growth although the environment 
in which the transplanted sod was placed was different. Furthermore, the working efﬁciency and the work postures 
of planters during the transplantation of the sod onto the dung were compared with those observed in the case of the 
conventional transplanting method. The comparison revealed that transplantation of sod onto dung pats was efﬁcient and 
labor-saving.
Next, to clarify the grazing pressure after sod transplantation to increase the coverage of Z. japonica, the pasture was 
divided into 2 plots with different stocking rates. Seedlings transplanted on dung pats were never consumed by grazing 
animals and survived equally or better than those transplanted into the soil. The development of Z. japonica plants was 
better at the higher stocking rate wherein the sward height was maintained at approximately 10 cm above the ground, with 
the coverage of the grass reaching 54% at the end of the ﬁfth year.
The results show that sod transplantation onto dung pats is of potential value as a labor-saving method for introducing 
Z. japonica into a grazed temperate pasture and that maintaining the sward height at approximately 10 cm through grazing 
management is effective for rapid dominance of the grass.
Key words : dung pat, labor saving, pasture, transplanting, Zoysia japonica
Studies on the Labor Saving Methods of Vegetational Change of Pasture from 
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